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アブエラを 
思
お も

い出
だ

す
デイル・サール
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か
かれました）

イエス・キリストのおかげで， 
わたしたちはみな復

ふっ

活
かつ

します。

あちゃんを思
おも

い出
だ

すのにぴったりのものでした。リアン
はソーダを見

み

て，アブエラのように人
ひと

の話
はなし

をよく聞
き

いて
あげる人

ひと

になりたいと思
おも

いました。
ママがパン・デ・ムエルト のお皿

さら

を持
も

って部
へ

屋
や

に入
はい

っ
て来

き

ました。リアンの姉
し

妹
まい

たちはかけよって，少
すこ

し味
あじ

見
み

さ
せて，とたのみました。これはディア・デ・ムエルトスに
メキシコ中

じゅう

の人
ひと

々
びと

が食
た

べるあまいパンです。
「あとで食

た

べられるわよ」とママは言
い

いました。「今
いま

は，このお皿
さら

はオフレンダのアブエラの写
しゃ

真
しん

のとなりに
置
お

きましょうね。」そして，お皿
さら

をテーブルの上
うえ

に置
お

きま
した。「とってもきれい！ あとはパパが仕

し

事
ごと

から帰
かえ

って
くるのを待

ま

つだけね。」ママとむすめたちはソファーにす
わって待

ま

ちました。
「アブエラがいなくてさびしいな」と，リアンは言

い

いま
した。「今

いま

すぐまた会
あ

えたらいいのに。」
ママはリアンを引

ひ

きよせてぎゅっとだきしめました。
「分

わ

かるわ。ママもとってもさびしいわ。でもイエス・キ
リストのおかげで，わたしたちはみんな復

ふっ

活
かつ

するって知
し

っ
ていることが，ママの助

たす

けになっているの。そ
してわたしたちは神

しん

殿
でん

で結
むす

び固
かた

められて
いるから，またいつの日

ひ

か家
か

族
ぞく

として
一
いっ

緒
しょ

になれるわ。」
ママの言

こと

葉
ば

のおかげで，リアンは
心
こころ

に幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じました。ア
ブエラにまた会

あ

って，思
おも

いっきりだき
しめるときのことを考

かんが

えました。
ドアが開

ひら

いて，パパが入
はい

ってきました。
レイラニが歓

かん

声
せい

を上
あ

げました。

「パパが帰
かえ

ってきた！ パン・デ・ムエルトとココアの時
じ

間
かん

だ！」ミーガンが言
い

いました。
「そしてアブエラの話

はなし

もね！」とリアンは言
い

いました。
会
あ

えなくてさびしい気
き

持
も

ちはずっと続
つづ

くでしょうが，アブ
エラを思

おも

い出
だ

すためにできることがあることをうれしく
思
おも

いました。イエス・キリストのおかげで，いつかまたア
ブエラに会

あ

えると，リアンは知
し

っていました。●

このお話
はなし

は，メキシコでの出
で

来
き

事
ごと

です。

今
き ょ

日
う

は死
し

者
しゃ

の日
ひ

，ディア・デ・ムエルトスをお祝
いわ

いす
る最

さい

初
しょ

の日
ひ

です。ディア・デ・ムエルトスは，なく
なった愛

あい

する人
ひと

たちを思
おも

い起
お

こす特
とく

別
べつ

な時
とき

です。リアン
はいつも自

じ

分
ぶん

の家
か

族
ぞく

の話
はなし

を聞
き

くのが好
す

きでした。一
いち

度
ど

も
会
あ

ったことがなくても，その人
ひと

たちが自
じ

分
ぶん

たちと一
いっ

緒
しょ

に，
すぐそばにいるように感

かん

じられました。
でも，今

こ

年
とし

はいつもとちがいます。みんなでお祝
いわ

いす
る場

ば

所
しょ

に，おばあちゃんがいないのです。リアンのおば
あちゃんは，ほんの数

すう

か月
げつ

前
まえ

になくなりました。今
こん

回
かい

，ア
ブエラ（おばあちゃん）は，みんなが思

おも

い出
だ

す家
か

族
ぞく

の一
ひと

人
り

なのでした。
リアンは手

て

をのばして，オフレンダ
（祭

さい

壇
だん

）にあるアブエラの写
しゃ

真
しん

にそっ
とさわりました。リアンとお姉

ねえ

さん

のミーガン，妹
いもうと

のレイラニは，一
いっ

週
しゅう

間
かん

ずっとオフレンダの
じゅんびをしてきました。注

ちゅう

意
い

深
ぶか

くテーブルをかざり付
つ

けました。家
か

族
ぞく

の写
しゃ

真
しん

を置
お

いて，愛
あい

する人
ひと

たちを思
おも

い出
だ

すためのものをオフレンダに置
お

きました。
ミーガンがテーブルの上

うえ

にソーダのびんを置
お

きまし
た。
「アブエラは，こういうソーダが大

だい

好
す

きだったよね 」と
ミーガンは言

い

いました。「だから，これもオフレンダに加
くわ

えないと。」
リアンはおばあちゃんの家

いえ

に行
い

って一
いっ

緒
しょ

にソーダ
を飲

の

んだのを思
おも

い出
だ

しました。ア
ブエラはリアンにいろいろなこと
をたずねて，話

はなし

に耳
みみ

をかたむけ
てくれました。ソーダは，おば

イ
ラ
ス
ト
／
リ
ズ
・
ブ
リ
ジ
ー


